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平成15年8月洪水
沙流川での洪水流量の検証
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水位から流量を算定する式水位から流量を算定する式((HH--QQ式式))の更新についての更新について

　平成15年8月洪水では、既往最大規模を越える洪水だったため、既往の洪水時に測定した流量観測
を基に算定した水位から流量を算定する式(H-Q式)では正確な流量の把握が困難でした。そのため、
今回の洪水時に観測した流量観測等に基づき、新たなH-Q式を作成しました。

平取　　　　水位流量曲線～横断図
(H-Q式、高水流観値のプロット)
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平取　H14.12.13測量

平取　H15.8.19測量

H15高水流量観測値

速報値によるＨ－Ｑ式

（ｍ）

※速報値とは鵡川・沙流川洪水報告書(速報)平成15年9月

同水位でも約1500m3/sもの流量の違いが生じる可能性がある

近年の高水流観最高水位

H13.9洪水(WL=25.73m)

近年観測値の適用範囲

流量の推定が不確実な範囲

H15.8洪水最高水位(WL=28.29m)
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　■ 流量検証の概要

沙流川の洪水流量検証①沙流川の洪水流量検証①

検証対象

Ｈ15.8洪水における二風谷ダム下流の流量観測所のH-Q式及び流量を検証

主な検証内容

①高水流量観測値の整理（水位の経時変化と観測時水位の確認）

②高水流量観測値の検証（高水流観の各分割断面の観測値のチェック）

③観測状況の整理（浮子投入位置、観測断面の位置関係の把握）

④横断測量の経年変化把握（近年の高水流観値の利用が可能か確認）

⑤水位（Ｈ）－流量（Ｑ）式の作成

⑥水位からの流量算定及び二風谷ダム放流量河道追跡計算との検証
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　■ 沙流川流域の概要

沙流川の洪水流量検証②沙流川の洪水流量検証②
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　・観測所名：富川観測所

　・観測項目：水位、流量

　・水系名：沙流川

　・所在地：沙流郡門別町字富川(北緯 42度30分 53秒、東経 142度02分 6秒)

　・河口からの距離：2.8km

　・流域面積：1323.0km2

　・観測所における計画高水位：7.06m

富川観測所

　■ 富川観測所の概要

沙流川の洪水流量検証③沙流川の洪水流量検証③
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　・観測所名：平取観測所

　・観測項目：水位、流量

　・水系名：沙流川

　・所在地：沙流郡平取本町(北緯 42度34分 48秒、東経 142度08分 42秒)右岸

　・河口からの距離15.55km

　・流域面積1253.00km2

　・観測所における計画高水位：27.55m

平取観測所

　■ 平取観測所の概要

沙流川の洪水流量検証④沙流川の洪水流量検証④
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　■ 富川観測所の流量検証の概要

富川観測所の洪水流量検証①富川観測所の洪水流量検証①

主な検証内容

①高水流量観測値の整理（水位の経時変化と観測時水位の確認）

②高水流量観測値の検証（高水流観の各分割断面の流観値のチェック）

③観測状況の整理（浮子投入位置、観測断面の位置関係の把握）

④高水流量観測値による水位（Ｈ）－流量（Ｑ）式の作成、検証

⑤横断測量の経年変化把握（Ｈ１３洪水流観値の利用が可能か確認）

⑥Ｈ１３洪水流観値を補完した水位（Ｈ）－流量（Ｑ）関係式の作成

⑦水位からの流量算定及び二風谷ダム放流量の河道追跡計算との検証
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富川観測所の洪水流量検証②富川観測所の洪水流量検証②

　■ 高水流量観測値の整理

富川地点　水位ハイドログラフ
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8/9 0:00 8/9 12:00 8/10 0:00 8/10 12:00 8/11 0:00 8/11 12:00 8/12 0:00 8/12 12:00 8/13 0:00

水位(m)

最高水位約7.66m

左岸高水敷

右岸高水敷

HWL7.06m

18
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21
22

23

24
25
2627
28

29 30

高水流量観測は浮子による観測で13回実施したが、住民避難勧告により観測できない
時間帯があった。

住民避難勧告による未観測期間

◆ ：高水流観時の水位プロット（数字は年間番号を示す）

：水位テレメータ補正値

凡　　例
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富川観測所の洪水流量検証③富川観測所の洪水流量検証③

　■ 高水流観値の検証（１）
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富川観測所の洪水流量検証④富川観測所の洪水流量検証④

　■ 高水流観値の検証（２）

Ｈ１５洪水の観測値に異常値は見受けられないた
め全ての観測値をＨ－Ｑ式の作成に適用する
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富川観測所の洪水流量検証⑤富川観測所の洪水流量検証⑤

浮子投入位置
第3断面

(量水標)

第1断面

50m

第3断面

(量水標)

第2断面
第1断面

平成15年8月10日9時
～10時

第2断面

　■ 富川観測所　観測状況の整理
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富川観測所の洪水流量検証⑥富川観測所の洪水流量検証⑥

　■ 観測値のみによるH-Q式作成

Ｈ１５洪水の観測値のみでは水位（Ｈ）から
流量（Ｑ）を求めるのは困難。

富　川　　　　Ｈ－√Ｑ式比較図
H15高水流観値によるプロット及びH-Q曲線
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水
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H15年度　高水流観値

Ｈ１５　Ⅱ　Ｑ＝115.68（Ｈ－0.89）2　H=0.90～2.92m
(洪水前の平水時の流観により算定したもの)

Ｈ１５　Ⅲ　Ｑ＝117.29（Ｈ－1.29）2　H=4.85～7.66m

Ｈ１５　Ⅳ　Ｑ＝　96.63（Ｈ－0.55）2　H=0.60～2.76m
(洪水後の平水時の流観により算定したもの)

（ｍ）

プロットが無くH-Q式の適用が困難な範囲
3.10m＜H＜4.85m

Ⅱ式

Ⅲ式

 Ⅳ式
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富川観測所の洪水流量検証⑦富川観測所の洪水流量検証⑦

　■ H13年からの横断経年変化

Ｈ１３洪水前からのＨ１５洪水までの変動は最大８％で近年洪水の
高水流量観測データを利用することは妥当と考えられる

富川　　　　年間横断面図(H12～H15；H13洪水前後,H15洪水前後)
(V=1:100　H=1:2,500)
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富川(H15洪水前)H14.12.9

富川(H15洪水後)H15.8.19
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観測所地点HWL 7.06m

低水路内の河積の比
較

富川観測所河積の比較
H13洪水前 H13洪水後 H15洪水前 H15洪水後
H12.11.15 H13.11.28 H14.12.9 H15.8.19

5m以下(m2) 535.25 546.92 538.19 578.53
H13洪水前比(1:n) 1.000 1.022 1.005 1.081

低水路内の河積の比較
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富川観測所の洪水流量検証⑧富川観測所の洪水流量検証⑧

　■ H13洪水の高水流観値も利用したH-Q式の作成

冨　川　　　　Ｈ－√Ｑ式比較図
平成13年の観測値を追加して求めたH-Q関係
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Ｈ１５　Ⅱ　Ｑ＝115.68（Ｈ－0.89）2　H=0.90～2.46m
(洪水前の平水時の流観により算定したもの)

H１５　Ⅲ　Ｑ＝59.03（Ｈ－0.26）2　H=1.59～5.08m

H１５　Ⅳ　Ｑ＝190.74（Ｈ－2.4）2　H=5.09～7.66m

Ｈ１５　Ⅴ　Ｑ＝　96.63（Ｈ－0.55）2　H=0.60～1.58m
(洪水後の平水時の流観により算定したもの)

富川(H15洪水前)H14.12.9

富川(H15洪水後)H15.8.19

（ｍ）

Ⅱ式

Ⅲ式

Ⅳ式

Ⅴ式
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富川観測所の洪水流量検証⑨富川観測所の洪水流量検証⑨

　■ H15流量観測値のみで作成したH-Q式の作成

冨　川　　　　Ｈ－√Ｑ式比較図
H15流観値のみで求めたH-Q曲線
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Ｈ１５　Ⅰ　Ｑ＝　13.13（Ｈ－0.35）2  H=0.40～3.00m

Ｈ１５　Ⅱ　Ｑ＝115.68（Ｈ－0.89）2　H=0.90～2.05m

Ｈ１５　Ⅲ　Ｑ＝　86.69（Ｈ-0.71）2　H=2.06～5.74m

Ｈ１５　Ⅳ　Ｑ＝176.89（Ｈ－2.25）2　H=5.75～7.70m

Ｈ１５　Ⅴ　Ｑ＝　96.63（Ｈ－0.55）2　H=0.60～2.39m

Ｈ１５　Ⅵ　Ｑ＝　88.77（Ｈ－0.47）2　H=2.40～6.57m

Ｈ１５　Ⅶ　Ｑ＝　176.89（Ｈ－2.25）2　H=6.58～7.70m

H15年度　観測値

（ｍ）
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Ⅴ式

Ⅵ式

Ⅳ式

Ⅶ式
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富川観測所の洪水流量検証⑩富川観測所の洪水流量検証⑩

　■ H-Q式による算定流量と二風谷ダムの放流量を河道追跡計算した流量との比較

H-Q式による流量算出と二風谷ダム放流量をもとにした河道追跡計算流量の比較

(流量1,000m
3
/s以上の期間でボリュームを比較)
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流量(m
3
/s)

富川(※河道追跡計算による推定)

富川最高水位から算出した流量

富川毎時水位から算出した流量(Ⅱ式)

富川毎時水位から算出した流量(Ⅲ、Ⅳ式)
Qp=5,068m

3
/s

流量1,000m3/s以上の期間でボリューム比較
富川(推定)追跡計算から求めたボリューム　 V=217,020千m3
富川H-Qからのボリューム　　　　　　　　　　　 V=227,856千m3

Q=5,177m
3
/s
最大流量Qp=5,277m

3
/s

波形、ボリューム比とも同程度であり
算定流量は妥当と判断される

※河道追跡計算の方法については本ファイルの
　最終ページを参照願います。
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　■ H13観測値を考慮しなかった場合のH-Q式による富川観測所における流量算定結果

富川観測所の洪水流量検証⑪富川観測所の洪水流量検証⑪

H-Q式による算出流量と河道追跡計算流量の比較
(H15観測値によるＨ-Ｑ式から算出した流量)
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流量(m
3
/s)

富川(※河道追跡計算による推定)

富川最高水位から算出した流量

富川毎時水位から算出した流量
(Ｈ13観測値を考慮しないHQ)

Qp=5,068m
3
/s

Q=5,082m
3
/s

最大流量　Qp=5,177m
3
/s

※河道追跡計算の方法については本ファイルの
　最終ページを参照願います。

Ｈ１３観測値を考慮しない場合は
約500m3/sの差が生じ、誤差が大きい。
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　■ 平取観測所の流量検証の概要

平取観測所の洪水流量検証①平取観測所の洪水流量検証①

主な検証内容

①高水流量観測値の整理（水位の経時変化と観測時水位の確認）

②高水流量観測値の検証（高水流観の各分割断面の流観値のチェック）

③観測状況の整理（浮子投入位置、観測断面の位置関係の把握）

④高水流量観測値による水位（Ｈ）－流量（Ｑ）関係式の作成、検証

⑤横断測量の経年変化把握（Ｈ１３洪水流観値の利用が可能か確認）

⑥二風谷ダム放流量追跡計算結果により

　補完した　水位（Ｈ）－流量（Ｑ）関係式の作成

⑦水位からの流量算定及び二風谷ダム放流量の河道追跡計算との検証
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平取観測所の洪水流量検証②平取観測所の洪水流量検証②

　■ 高水流観値の整理

平取地点　水位ハイドログラフ
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8/9 0:00 8/9 12:00 8/10 0:00 8/10 12:00 8/11 0:00 8/11 12:00 8/12 0:00 8/12 12:00 8/13 0:00

水位(m)

最高水位約28.29m

HWL27.55m

左岸高水敷

右岸高水敷
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高水流量観測は浮子による観測で12回実施したが、住民避難勧告により観測できない時間帯
があった。

住民避難勧告による未観測期間

◆ ：高水流観時の水位プロット（数字は年間番号を示す）

：水位テレメータ補正値

凡　　例
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平取観測所の洪水流量検証③平取観測所の洪水流量検証③

　■ 高水流観値の検証（１）

低水路の流速と同程度で
あり、年間番号２５，２６は
異常な値（Ｐ２１参照）
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平取観測所の洪水流量検証④平取観測所の洪水流量検証④

　■ 高水流観値の検証（２）
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地盤高（第1断面）

観測流速

年間番号26

測線番号

水位（WL=27.269m)

平成15年8月10日　0:50～1：20

左岸高水敷の流速は低水路流速と同程度の値となっており、
異常な値と思われる。

1 2 3 4 5 6 7 8
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平取観測所の洪水流量検証⑤平取観測所の洪水流量検証⑤

　■ 高水流観値の検証（3）

Ｈ１５洪水の観測値のうち年間番号２５，２６が低水
路流速と同程度の高水敷流速となっており異常値
と思われるため検証を行う
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年間番号２５，２６に異常値
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平取観測所の洪水流量検証⑥平取観測所の洪水流量検証⑥

　■ 平取観測所　観測状況の整理

浮子投入位置
第3断面
(量水標)

第2断面
第1断面

地盤が高く低水路側へ流れ込
みが生じることが推測される

現地観測時の状況からの観測の問題点
・橋下流で主流線は右岸方向に向かうため高水敷に浮
子を投入することが難しい
・左岸高水敷上を流下する浮子を右岸から観測するが
夜間の場合は目印が無く高水敷と低水路の判別が困難

・樹木群の影響で河岸の流速が減少

平成15年8月10日9時～10時

50m
第2断面

第1断面

第3断面
(量水標)

現地状況、観測値から年間番号２５、２６の
観測値は棄却する
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平取観測所の洪水流量検証⑦平取観測所の洪水流量検証⑦

　■ 観測値のみによるH-Q式作成

平　取　　　　 ※年間番号25、26の観測値棄却後のＨ－√Ｑ式図
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22.0
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24.0

25.0

26.0

27.0

28.0

29.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

√Ｑ

水
位

H15年度　観測値

H１５　Ⅰ　Ｑ＝　63.65（Ｈ－19.43）2　H=19.50～22.62m
(洪水前の平水時の流観により算定したもの)

H１５　Ⅱ　Ｑ＝　48.91（Ｈ－18.98）2　H=21.13～25.53m

H１５　Ⅳ　Ｑ＝　80.15（Ｈ－19.65）2　H=19.70～20.54m
(洪水後の平水時の流観により算定したもの)

H１５　Ⅴ　Ｑ＝145.29（Ｈ－19.88）2　H=20.55～21.12m
(高水流観後期及び洪水後の平水時の流観により算定したもの)

プロットが無くH-Q式の適用が困難な範囲
25.53m＜H＜28.29m

Ⅰ式
Ⅳ式

Ⅴ式

Ⅱ式（ｍ）

Ｈ１５洪水の観測値のみではピーク
付近の水位（Ｈ）から流量（Ｑ）を求
めるのは困難。
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平　取　　　　Ｈ－√Ｑ式比較図
H15流観値によるプロット及びH-Q曲線
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21.0

22.0

23.0

24.0

25.0

26.0

27.0

28.0

29.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

√Ｑ

EL(m)

H１５　Ⅰ　Ｑ＝　63.65（Ｈ－19.43）2　H=19.50～22.65m

H１５　Ⅱ　Ｑ＝　49.01（Ｈ－18.98）2　H=22.66～24.95m

H１５　Ⅲ　Ｑ＝　88.52（Ｈ－20.51）2　H=24.96～28.3m

H１５　Ⅳ　Ｑ＝　80.15（Ｈ－19.65）2　H=19.70～20.54m

H１５　Ⅴ　Ｑ＝145.29（Ｈ－19.88）2　H=20.55～21.56m

Ｈ１５　Ⅵ　Ｑ＝ 40.11（Ｈ－18.36）2　H=21.57～24.93m

H１５　Ⅶ　Ｑ＝　88.52（Ｈ－20.51）2　H=24.94～28.30m

Ｈ１５　Ⅷ　Ｑ＝　74.93（Ｈ－19.71）2　H=19.80～20.31m

Ｈ１５　Ⅸ　Ｑ＝145.29（Ｈ－19.88）2　H=20.32～21.56m

Ｈ１５　Ⅹ　Ｑ＝ 40.11（Ｈ－18.36）2　H=21.57～24.93m

H１５　ⅩⅠ　Ｑ＝　88.52（Ｈ－20.51）2　H=24.94～28.30m

H15年度　観測値

適用期間：1月1日1時～8月10日3時

適用期間：8月10日4時～10月29日20時

適用期間：10月29日21時～12月31日24時

平取観測所の洪水流量検証⑧平取観測所の洪水流量検証⑧

　■ 観測値のみによるH-Q式作成

平取　年間番号25、26の観測値も含めたＨ－√Ｑ式図
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平取観測所の洪水流量検証⑨平取観測所の洪水流量検証⑨

　■ H13年からの横断経年変化

平取　　　　年間横断面図(H12～H15；H13洪水前後,H15洪水前後)

18.0

19.0

20.0

21.0

22.0

23.0

24.0

25.0

26.0

27.0

28.0

29.0

30.0

-100 -50 0 50 100 150 200 250 300 350 400

座標(m)

水
位

平取　H12.8.31測量

平取　H13.11.26測量

平取　H14.12.13測量

平取　H15.8.19測量

（ｍ）

観測所地点HWL 27.55m

低水路内の河積の比較

平取観測所河積の比較
H13洪水前 H13洪水後 H15洪水前 H15洪水後
H12.11.15 H13.11.28 H14.12.9 H15.8.19

23m以下(m2) 266.37 295.11 290.71 333.64
H13洪水前比(1:n) 1.000 1.108 1.091 1.253

Ｈ１３洪水前からのＨ１５洪水までの河積変動は最大２５％
で近年洪水の観測値を利用することは妥当でない
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平取観測所の洪水流量検証⑩平取観測所の洪水流量検証⑩

　■ 推定H-Q式の作成

＜作成方法＞＜作成方法＞

① セイシュ等の影響が除去された二風谷ダムの放流量(観測値に相当)を河道追跡計算し

　残流域流出量を足し合わせた平取観測所流量「推定値」を作成

② 観測水位と流量「推定値」を対応させたH-Q関係を整理し図にプロット

③ 作成したH-Q関係図から「推定H-Q式(Ⅲ式)」を最小二乗法により作成
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平取観測所の洪水流量検証⑪平取観測所の洪水流量検証⑪

　■ 二風谷ダム放流量からの推定値を加えたH-Q図の作成

H15年度　観測値

H15年度　二風谷ダムの放流量から算定した高水流観推定値

H１５　Ⅰ　Ｑ＝　63.65（Ｈ－19.43）2　H=19.50～22.62m
(洪水前の平水時の流観により算定したもの)

H１５　Ⅱ　Ｑ＝　48.91（Ｈ－18.98）2　H=21.13～26.02m

H１５（推定式)　Ⅲ　Ｑ＝　103.91（Ｈ－21.19）2　H=26.02～28.29m

H１５　Ⅳ　Ｑ＝　80.15（Ｈ－19.65）2　H=19.70～20.54m
(洪水後の平水時の流観により算定したもの)

H１５　Ⅴ　Ｑ＝145.29（Ｈ－19.88）2　H=20.55～21.12m
(高水流観後期及び洪水後の平水時の流観により算定したもの)

平取　H14.12.13測量

平取　H15.8.19測量

平　取　　　　Ｈ－√Ｑ式比較図
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√Ｑ

水
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H15年度　観測値

H15年度　二風谷ダムの放流量から算定した高水流観推定値

H１５　Ⅰ　Ｑ＝　63.65（Ｈ－19.43）2　H=19.50～22.62m
(洪水前の平水時の流観により算定したもの)

H１５　Ⅱ　Ｑ＝　48.91（Ｈ－18.98）2　H=21.13～26.02m

H１５（推定式)　Ⅲ　Ｑ＝　103.91（Ｈ－21.19）2　H=26.02～28.29m

H１５　Ⅳ　Ｑ＝　80.15（Ｈ－19.65）2　H=19.70～20.54m
(洪水後の平水時の流観により算定したもの)

H１５　Ⅴ　Ｑ＝145.29（Ｈ－19.88）2　H=20.55～21.12m
(高水流観後期及び洪水後の平水時の流観により算定したもの)

平取　H14.12.13測量

平取　H15.8.19測量

推定H-Q式(Ⅲ式を作成
26.02m≦H≦28.29m

Ⅰ式
Ⅳ式

Ⅴ式

Ⅱ式（ｍ）

18.0
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平取地点観測所H-Q式による流量算出と二風谷ダム追跡計算流量の比較

(流量1,000m3/s以上の期間でボリュームを比較)

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

0 10 20 30 40 50 60 70

時間

流量(m
3
/s)

河道追跡計算による推定

観測H-Qによる流量

推定H-Qによる流量

流量観測値により作成した
H-Q式に基づく算定流量

流量観測値により作成した
H-Q式に基づく算定流量

Qp=5,238m3/s Qp=5,272m3/s

平取観測所の洪水流量検証⑫平取観測所の洪水流量検証⑫
　■ H-Q式による流量算定と二風谷ダムの放流量を河道追跡計算した流量との比較

※河道追跡計算の方法については本ファイルの
　最終ページを参照願います。

この期間の波形、ボリュームとも同程度であり、
観測H-Qによる流量はおおむね妥当と判断される。

流量1,000m3/s以上の期間でボリューム比較
河道追跡計算　　　　　　　 　V=108,876千m3
H-Q式からのボリューム V=107,995千m3
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　■ 平取観測所の推定値を考慮しなかった場合のH-Q式による流量算定結果

平取観測所の洪水流量検証⑬平取観測所の洪水流量検証⑬

平取地点観測所H-Q式による算出流量と河道追跡計算流量の比較
(H１５観測値による流量算出)

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

0 10 20 30 40 50 60 70

時間

流量(m
3
/s)

平取(※河道追跡計算による推定)
平取最高水位から算出した流量
平取毎時水位から算出した流量(観測値HQ)

Qp=5,272m
3
/s

Q=5,248m
3
/s

Qp=5,358m
3
/s

二風谷ダム放流量から算定した推定
値を使用せず、年間番号２５，２６の異
常値を用いた場合のＨ－Ｑ式の流量。

河道追跡計算による推定値と大きな差
はないが、年間番号２５，２６の異常値
を使用せず、二風谷ダム放流量から算
定した推定値を用いたＨ－Ｑ式を採用
する。

※河道追跡計算の方法については本ファイルの
　最終ページを参照願います。
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水系時間流量図(二風谷ダム放流量、平取推定H-Q式、富川修正H-Q式)
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0 10 20 30 40 50 60 70
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流量(m
3
/s)

二風谷ダム放流量

平取最高水位から算出した流量

平取毎時水位から算出(Ⅰ式)

平取毎時水位から算出(Ⅱ式)

平取毎時水位から算出(Ⅲ式)

富川最高水位から算出した流量

富川毎時水位から算出(Ⅱ式)

富川毎時水位から算出(Ⅲ、Ⅳ式)

二風谷～平取流出量（参考：※流出計算値)

平取～富川流出量（参考：※流出計算値)

Qp(富川)=5,277m
3
/sQp(平取)=5,238m

3
/s

Qp(二風谷)=5,493m
3
/s

流量1,000m3/s以上の期間でボリューム比較
二風谷ダム放流量　　　　　V=208,882千m3
平取推定H-Qからの流量　V=211,575千m3
富川修正H-Qからの流量　V=227,856千m3

平取・富川の洪水流量検証まとめ平取・富川の洪水流量検証まとめ
　■ 検証結果のまとめ

波形、ピーク時刻、ボリュームは整合がと
れるため算定流量は妥当と判断される

※流出計算の方法については本ファイルの
　最終ページを参照願います。
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　■ 沙流川水系時間流量図

各観測所地点ハイドロの縦断的な整合各観測所地点ハイドロの縦断的な整合
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二風谷ダム流入量(貯水位より算定)
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Q=6,352m3/s

Q=3,935m3/s

Q=2,438m3/s

・二風谷ダム直上流にある幌毛志観測所と貫気別観測
　所のピーク流量の和は、二風谷ダムの貯水位から算定
　した流入量に近似している。

・二風谷ダムの貯水位から算定した放流量は富川と平取
　地点の流量と整合が取れている。

・二風谷ダムの上流から下流まで縦断的な整合が取れている。
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河道追跡計算の概要(参考)

地点 1’(平取地点) 

二風谷ダム～平取地点の流域に降った雨から地点 1’の流量を流域モデ

ルにより求める。 

河道 1 河道 2 

二風谷ダム

～平取地点

の流域 

地点 1
地点 1’ 

平取地点 

ダム放流量 

地点 1(平取地点) 

ダム放流量から河道モデルにより地点 1の流量を求める。 

平取地点 

河道モデルと流域モデルの流量を足しあわせて平取地点の流量

を求める。 

二
風
谷
ダ
ム

流
量

時間 

ダム流入量 

ダム放流量 

ダム放流量 

河道モデル流量

流域モデル流量 

流域モデル流量

平取地点

河道モデル流量

河道追跡 
計算による 
流下時間の差 

流
量

時間 

流
量 

時間 

流
量 

時間 

雨
量

時間 

平取地点 

～富川地点

の流域 

・富川地点の流量も平取地点と
同様の手法で求める

富川地点

地点2’
地点2

降雨量から主要地点の流量を算出するための計算システムが流出計算モデルです。モデルは、
「流域モデル」と「河道モデル」から構成されます。
「流域モデル」とは、流域に降った雨が川に出てくるまでの現象を再現するためのモデルです。
「河道モデル」とは、川に出てきた水が下流へ流れていく現象を再現するためのモデルです。このとき
の計算を「河道追跡計算」といいます。


